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２０１９年９月３０日 
株式会社ＮＴＴドコモ 

東海旅客鉄道株式会社 

東海道新幹線における５Ｇ無線通信実験について 

株式会社ＮＴＴドコモと東海旅客鉄道株式会社は、東海道新幹線車内における、更なる快適な

モバイル通信環境を実現するための検討の一環としまして、第５世代移動通信方式（以下、「５Ｇ」）

による無線通信実験を実施しました。 

高速で走行する鉄道車内との５Ｇ無線通信を実現するためには、実際の走行環境における基地

局の配置と移動端末への追従性、お客様の実利用シーンにおける周囲の遮へい物の影響など、技

術的に検証すべき事項が多くありました。 

これら技術的検証のため、東海道新幹線沿線に仮設した実験用５Ｇ基地局（以下、「地上基地局」）

と、Ｎ７００Ｓ確認試験車内に搭載した実験用５Ｇ移動端末（以下、「移動端末」）との間の５Ｇ

無線通信実験を行い、高速走行中の実験に成功しましたので、お知らせいたします。 

２００ｋｍ／ｈ以上で走行する高速鉄道車内と、地上との間の５Ｇ無線通信実験の成功は世界

で初めてであり、将来の高速鉄道車内における５Ｇ通信サービスの本格利用に向けた、重要なデ

ータを得ることができました。 

１． ５Ｇ無線通信実験の概要 

（１）実験期間     ２０１９年 ８月２４日（土）～ ９月 ７日（土） 

（２）実験場所     静岡県 富士市内（三島駅 ～ 新富士駅 間） 

（３）使用周波数帯   ２８ＧＨｚ帯 

（４）実験内容（実験システム構成は別紙１参照） 

① ５Ｇ無線データ伝送実験 

・ 地上基地局、移動端末の双方が持つ機能（ビームフォーミング機能、ビーム追従機能）
を駆使した超高速データ伝送 

・ 移動端末が接続する地上基地局（３箇所）を順次切り替える連続ハンドオーバー 

② ５Ｇ無線映像伝送実験 

・ 超高精細の８Ｋ映像コンテンツを、地上基地局から移動端末へ５Ｇを介して高速ダウ
ンロード配信 

・ Ｎ７００Ｓ確認試験車内に設置した４Ｋカメラにより撮影中の車窓映像を、移動端末
から地上基地局へ５Ｇを介してライブ中継 

２．実験結果 

（１）列車走行速度    ２８３ｋｍ／ｈ 

（２）実験内容別の結果【各実験成功は、高速鉄道における５Ｇ実験として全て「世界初」】 

① ５Ｇ無線データ伝送実験 

・ 最大データ伝送速度 １．０ Ｇｂｐｓ以上・・・・・・【成功】 

・ 地上基地局間の連続ハンドオーバー ・・・・・・・・・【成功】 

② ５Ｇ無線映像伝送実験 

・ ８Ｋ映像コンテンツの高速ダウンロード配信 ・・・・・【成功】 

・ ４Ｋ車窓映像のライブ中継 ・・・・・・・・・・・・・【成功】         
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※ https://jr-central.co.jp/news/release/_pdf/000039300.pdf

N700S確認試験車※

（16両編成）



 

 

          

 

東海道新幹線５Ｇ無線通信実験の詳細 

 

１．実験環境 

 

ドコモはこれまでに、約２００～３００ｋｍ／ｈでテストコースを走行する自動車を用いた５

Ｇ通信実験※１を段階的に行ってきました。これらの実験は高速鉄道を模擬した環境における基本

実験で、ビームフォーミング・ビーム追従の各機能を用いて、５Ｇ基地局からの２８ＧＨｚ帯の

電波の放射方向を自動車に搭載した５Ｇ移動端末に向けて維持しながら、高速走行する自動車と

基地局の間で５Ｇ通信が可能であることを実証しました。しかしながら、電波を遮へいする物が

ない自動車のテストコースとは異なり、実際の高速鉄道の走行環境は、沿線の電柱などによって

頻繁に電波が遮へいされる可能性があり、さらに自動車のフロントガラスや在来線車両の窓に比

べ小さい新幹線車両の窓に電波を通過させるなど、直進性が高く遮へい物などで弱まりやすい２

８ＧＨｚ帯の電波の使用においては通信速度の低下や不安定につながりやすい環境といえます。 

今回の実験では、そのような通信環境での応用実験を行うべく、静岡県富士市の東海道新幹線

沿線に２８ＧＨｚ帯の実験用５Ｇ基地局３局を４００～５００ｍの間隔で仮設置した５Ｇ通信実

験エリアを構築するとともに、東海道新幹線の上り方向または下り方向を試験走行するＮ７００

Ｓ確認試験車内の座席に２８ＧＨｚ帯の実験用５Ｇ移動端末を搭載しました。 

  

図１ 実験用５Ｇ移動端末を搭載したＮ７００Ｓ確認試験車の走行模様 
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図２ 実験用５Ｇ基地局を仮設置した東海道新幹線沿線の実験エリア 

 

 

＜実験紹介動画＞ 

 

実験環境及び実験実施模様を下記ＵＲＬの動画でご覧いただけます。 

 

https://youtube.com/watch?v=cjwI7JFj6V0 

 

 

２．実験に用いた各装置※２の主な仕様 

 

装置 機能等 

実験用５Ｇ基地局 

・超多素子アンテナ（９６素子） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

 コア装置 ・基地局間の通信中連続ハンドオーバー制御機能 

実験用５Ｇ移動端末 

・３２アンテナ素子（×２面） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

実験用５Ｇ基地局／移動端末 

共通 

・中心周波数：２７．８７５ＧＨｚ 

・周波数帯域幅：７００ＭＨｚ幅 

・ＭＩＭＯ多重数：２レイヤ 

８Ｋコンテンツサーバ 

・セグメント化機能 

・Ｈ．２６５コンテンツ配信機能（データレート：平均１０

０Ｍｂｐｓ） 

８Ｋデコーダ ・Ｈ．２６５リアルタイムデコード機能 



 

 

 

 

・キャッシュメモリ 

８Ｋディスプレイ シャープ製８Ｔ－Ｃ６０ＡＷ１（６０Ｖ型） 

４Ｋカメラ 
・ＳＯＮＹ製ＦＤＲ－ＡＸ４５ 

・ＨＤＭＩ映像出力 

４Ｋエンコーダ・４Ｋデコーダ 
・Ｈ．２６４リアルタイムエンコード機能 

・リアルタイムデコード機能 

４Ｋディスプレイ ・ＴＯＳＨＩＢＡ製４３Ｃ３１０Ｘ（４３Ｖ型） 

 

 

 

３．実験実施体制 

 

会社 役割 

ドコモ・ＪＲ東海 ・５Ｇ無線通信実験の計画と推進 

ドコモ 
・５Ｇ通信実験エリア構築と実験用５Ｇ基地局／コア装置の運用 

・実験用５Ｇ移動端末の運用と４Ｋ／８Ｋシステムの構築・操作 

ＪＲ東海 ・Ｎ７００Ｓ確認試験車／車内実験環境の整備、運行 

 

 

※１ https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2018/04/23_01.html 

※２ 表に記載の装置のうち、実験用５Ｇ基地局および実験用５Ｇ移動端末は、５Ｇプレサービス用の装置とは異な

り、将来の５Ｇのさらなる拡張に向けた実験にも対応可能な装置として開発されたもので、実験試験局の無線局免許

を取得して使用しました。また、実験用５Ｇ基地局および実験用５Ｇ移動端末は日本電気株式会社、８Ｋコンテンツサ

ーバおよび８Ｋデコーダはシャープ株式会社よりそれぞれ提供を受けるとともに、実験の実施にあたって各社の協力

を得ました。 

 

 




